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シ:iHにおけるほとんど唯一の大規蝶近代工業である~mi

について，大ざっぱな概観を与えるこたな臼的とする。

割~ 1~においては，インドにおいて細業f~~法政策が掠

用されるに至った経fJ,ん保護政策採用後の向産業の発展

が概観される。

この小論は，インドの製造工業のうちで綿梁，ジュー

ト工業に次ぐ顕要性をもち，また港問に泣く，近代工梁

の立地条件にl.!Xまれないインド内陸部ウッタ Jレ・プラデ

部2:ij!:においては，結業がウッタ Jレ・プラデシ州経昨

において占める重要性，他の諸列・！と比1悲してのウッタル

・プラデシ州のI駒栄の問題点，それに対す・る同州政府の

対策が扱われる。

調査がまだ十分でなく，きわめて大まかな叙述しかで

きないが，今後補起していきたいと思う。
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インド州別砂結エ場分布図 - 1959～60ー

会インド

稼働工場欽

砂Wi1:.F.¥.i'Ji

ヒマチ守ル・プラデシ

ら一一国境線
日州境界線

上段の数字は1959～CiO年j立に稼働していた工場放を示す。
下段の数字は同年度の砂柿生住裕（万ト γ）を示すc
c:11所） Indian Sugar btdustη；1961, annual, p. iii. 
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I 1挺史的概観

（リ Hl32{Jミ以前

1873~北凶州地fll法オJよび187（＞年アウド地胤法によっ

てB 現在のクッタJレ・プラデシ州を構成するJ訴地域lこ，

村洛共同体の社会的諸rt!'t潤を焼存せLめながらも，一応

私有財産制度にもとづく，土地所有｜湖係が埠入され，金

納地租1『11!!:が磁立されるとともに，｜日米の 1:1 給 l~IJi!.(l:J・

閉鎖的村浩経済がイギリス資本主義経怖の一部に組み入

れられることになった。これを促進したのは， ll:l<H年の

スエズ運河1mttを契機とする安航なイギリス綿製品の流
入で，この結果村滞共同体内で織物等：..：. i,Y:~J下していたl肱

人カーストに属する者が，その臓を失って新たに民業に

た－j'さわることになり，イギ：l.ス統治によってもたらさ

れた平手11(7）うもに増加しつつあった人Iiと川まって，土

地に対する人口正プJを高め， ci,1:ナにおける伐凶化が急速
に進行した。これに柏市をかけたのは，純生産1((iの6()o/o

に及ぶ過illな金納地相lであった。

この事史tこ組目したイギリスのインド政府は， －・Jiに
おいて地胞の軽減，地代の~Ill阪毎：土地！llll皮 1Iiiにおける改
革を図り，他方制l，砂草！fキピ等の附.~71('1ド物の松嶋を奨励

して，山村の経済状態の改訴をもたらそうと努力した。

すでに11！.くも1801年に，イギリス京インド会祉の般lYJ

の下に砂tl.!i精製工場の設立されていたクックル・ブラデ

シにおいて，砂J蹴キビ杭J計が大規肢に；？？及ずるようにな

ったのは，そのようなイギリス政府の政策によるもので

あった。しかし191止事E末になると，：：；... ，ソ，モーリシャス

からの安い砂羽Ifの愉入が急消して，インドの羽If業が若し

く凶燥な事態に当ifliずるこ主になった。政府は改良機械

のw示をL，よとの普及に努めるとともに，市部イン！ごの
コインパトールに砂tt'fキピ－拙tf1試験場（CaneBreeding 

Station）を1mいて，改良，1il1紐の~！告を規制J した。

このような政府の努力にもかかわらず，拍人はl目』1n'i~

続け，結業保護のl:U地．が1920年に砂柿委兵会（S山ar

Committee）に税問されるに張った。しかL，問委員会

は「関税のいかなるJ):Iカii も当1~能率的な工場を支え，前町

者に証1諮を与える結果になることを恐れる。高い保護凶
税附監の肢にかくれて，インドの諮工場が，政府のなん

らの保訟，補助金または援助なしにやっている他の諸国

特？とジャヲの諸工場の水郁に述しようとする努力を全然

しないのではないかとおそれる」と述べて， f白~i謹政策の

採択を非とした。

当時のイン J.:'V.'f梁が外国のそれと焼争できなかったの

は，砂民Ifキヒ：r'・治槌が劣っていたというl同胞もさることな

がら，それが小規模な土地を小作するft~によって栽培

されていたという土地制度附での問題がより重大であっ

た。上記砂器lt委員会もそのことを認めてっきFのように述

べている。 「ジャヅl’乙おける担If栄の成功は，主として，

L場が，それに砂担Ifキどを供給すべき借地に対し完全な

管理柏iをもっていることによることは疑いない」。この事

史はまた，インドにおける~梁事情調去のために任命さ

1した RoyalCommission on Agriculture in Indiaの現

地換i:nの際になされた，ゴラクプ｝ルのーザミング－Jレ
砂羽lf工場主の証言にも現jらかである。

「関税15%をもってしても，ジ，vソ品uとの焼争は不可能
であるか」との1mに対して，その工場主はつまのように
答弁している。

「工場に土地がlj.えられるならば，それらはいかなる

外部の波巣とも競争できるようになるでしょうo もしあ

なたがあなたl!J，！干の土地をお持ちになって，！~I ら耕作し

て， Jj拍手な1沙現＇iキピをそこから得るならば，あなたはタト

加の，w.：梁と脱争できるでしょう」。
しかしながら，当時施行されていたl凶G年アーグ，y小

作法の下では，その可能性はほとんどなかった。小作人

保有地の地代の4情相当・似てて小作人に支払い，徴収官

(Co Hector－ーディストリクトの地利行政の品市立任者）

の承認を仰れば，ザミンダールは小f＇！：に出してあった土

i也を！~I ら糾f'Fするために取り上げることができるという

条項があったが，銘lIC.事Vf業者の抗力がI眠られていたこ

と， m2に小作人保護の立場からそのようなrj1，／立が多〈
の場合却下されるのが常であったことにより，；~際には

さ・わめてまれにしかこの条項が適用されなかった。当時

のインド政府の経済政策は~村の貧困化，特に実際の耕

作岩・である小作人の経済状態の恕化をどのようにして肌

止するかに主として向けられており； 193~年に採用され

ることになった制梁保雄政飢‘も，産梁1;1体の保掛育成と

いうことはもとより，外匝iからの輸入砂羽Ifと鈍争するた

めに，インドの工場が砂糖キピ到し、上げ位指を事JIし下げ

ることから枯j詐者たる小混棋耕作者を保設することを一

つの重要なm的としていた。
えff合州（-!:Jl在のウッタル・プラデシ）政府もその.Riψort
of the Director of Agriculture, U. P. for the year 

ended 30th June, 1932の中で，つぎのように述べて，

保護政銃の必却を強制している。

「これらの工場を役立している資本は現在のところ主と
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してこの州外から来ている。かくして現在輸λ関税によ

って可能ならしめられている都益は大部分この州の外部

に出ている。上に引用した砂純キピの低価格のために，

裁培者は輸入関税から生ずる利疏を平受していない。し

たがって，州内資本が糖梁に向かうような措置が採られ

るペきこと，砂組jキピ栽培地域が将来の工場のもっとも

効果的な分布を促進L，不必要な競争を阻止するために

区劃さるべきこと，これに対して，栽培者には季節に応

じて異なるー定の最低怖格を定め，かれらがi削IIした宮

の分け前にあずかるようにすることが，望ましいと思わ

れる」。

1932年以降，クッタJレ・プラデシ州における糖掠政策

はこの線に泊って展開されることになる。

(2) 1932～38年
Imperial Council 0£ Agriculluml Researchはインド

の砂脂キピ栽培者の利益のために， tJ,!•梁を保i設すること

をインド政府に勧告し，この問題の究明を委託された

Tari圧Boardもまた，「現官接が保i越を必袈とする諸条件

を十分に充たしているにもかかわらず，保訟のもっとも

m:要な側面は砂摘キピ栽培の匝家的温要性であることを
強調したいjと述べて，耕作者の立場からの保部政策の

必要であることを勧告している。

インド政府は TadffBoardの勧告を入れて， 1932～

33会計年度よりすべての等級の輸入砂糖に対して lcwt

当たり 9）レピー 1アンナの附税を課した。

保能政策採用の結果は目覚ましいもので，工場数はつ

ぎのように培・加している。生産高も，全インドについて

みると， 1931～32年の16万トンから1937～38年には64.2

万トンに遇しているo

さらに1934年には，前節の最後に紹介した方針に従っ

て，ウ γタJレ・プラデシ（当時は述合:HIと呼ばれた〉政
府は， 193411三砂郁キピ法（Sugar,CaneAct）を通過成立

せしめて，これにもとづき川政府は特定の砂拙キピ栽地

地域を規制地域と指定し，その地域に：t.；いて砂脳工場が

買い取る砂斬キピに対して，砂t!i航格の変動に応じて．ヒ

下する最低価格を定めた。

1935～36年に生産高はり3.2万トンに述し，それまでは

国内生産向の増加l分が愉入j訟の減少によってバランス宏

保たれていたのに，：937年になると過剰生産の凱向が切

らかになってきた。これはi9ait年に砂糖輸入5：の減少に
起因する蹴入の減少を埋め合わ-I!・るために，工場製砂棋

に対しtJ昔間前11i税が課されたため，需要の仲ぴが鈍化し

たことによるoi；主民は工場の買い取ってくれない砂糖キ
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ピを泌き捨てざるをえないという事態に追い込まれ，ま

た砂加工場のほうでも販売競争による価格低落を以iぐた

めに，辿合州，ピハーJレ州の工場を主たる加盟i民とする
砂梢シンジケート（SugarSyndicate）を結成して，加盟

工場による販売を規制することによれ事態に対処した。

これに対し，辿合州政府は，島~梁の円滑な発展を図り

かつ砂糖キピ栽培者たる小規模l!!k民に公正な師絡を保証
するために， 1938年連合川砂拙工場統制法（UnitedPro・ 

vinces Sugar Factories Control Act, 1938）を通過成

立せしめて，砂硝工場，砂山キピ栽培の珂方を統一的に

規制，管理する政策を採用することになった。

(3) 1938～47年

1938年連合引砂糖工場統制法の主要目的は，

(1) 砂砧キピの品質の改普と生産高の増加，

(2｝工場に対する砂結キピの規則的供給の磁保，

(3) 栽培者に対する安定市場と公Eな価格の保証，

ということであった。

河法にもとづいて，砂蹴キピ栽培地域は三つの地滑に

分；制された。

(1) 工場噂)Hi也市

(2）工場用指定地帯

(3）上記のいずれにも凪さない地帯

(1), (2）の担｜違点は，第 lに工場専用地帯においては，

工場がすべての砂)).ljキピ栽培者または砂糖キピ栽培者協

同組合と ~；iい恥り協定を結ぶことを義務づけられたのに

対し，工場用.Jlj:;jl:l似！？においては，持定2の砂踏キピ買

い取りのための協定を結ぶことがH佐ーの義務であった。

第 21·~，専用地帯においては，砂担!iキピは繊；l者者または

協河組合から臨接買い取らねばならなかったが，指定地

？！？においては，認可証を持つ代理業者を通じて買い取る

ことができた。節3に，専用地帯においては，その地帯
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を控1り当てられた工場のみが砂都!jキピを）立い取ることを

認められたのに対し，指定地~，fにおいてはいかなる工場

またはその認可証を持つ代理染者でも闘い取ることがで

きTこ。

上記2者のいずれにもl喝さない泊l成はク勺レ（Gur），カ
ンドサり（Khandsari）という家内工栄的組掛製造のため

に向けられ，その地域の砂加キピ栽培者は，それら工場

に売り減すことができないことをあらかじめ宣告された

わけである。

専用地併の訓当は，当i法工場のjpj年度の生産突（:J.'t，当

年1££の推定生産高，その1也l成における前年度の砂制キピ

生産尚，当年度の抗定生産高等を考l抵して，年度毎に改

訂された。このために CaneInspectorの事務所がim設
されて，このような事務に当たることになった。

同訟はまたすべての工場に対し，認可を得ることを義

務づけた。工場はまたシーズンごとにj£抑認可証を得な

ければならなかった。そのためにすべての工場は砂蹴キ

ピ拙え付吋・則前に，っきrの正抑シーズンにnい取るであ
ろう砂担当キピの挑定iil：を公にすることを求められた。こ

れは耕作者たちIこ対しては，その作付け規棋を自主的に

規制する指針となり，政府にとっては専用地備の割当の

目安となるものであった。また各工場はをの専用地？！？に

おけるすべての栽培者の名前uおよびその作付け市松の記
録を保持せねばならなかった。このようにして，専用地

帯における砂紺キピ栽培者は，かれらの砂結キピが特定

の限度をもって，協定に従って工場によって買い取られ

ることを保証された。各栽培者に対する限度は，その土

地の質および諸作物の適当な輪作の必要注を考慮して定

められた。

河法の意図したとこるは，工場がその砂拙キピの供給

を主として専用地帯から得ることであった。専用地帯の

全供給量を良い取っても足りない場合には，指定地｛I~か

ら買い取らねばならなかった。したがって，それは専用

地帯の栽培・者に安定市場を確保すると河時に，工場がそ

の地帯における砂結キピの品質の改良，生産性の向上に

関心をもたざるをえないようにするものであった。

工場が専用地干！？における砂結キピ陥入の独占権を与え

られたのに応じ，同法は州政府に対し，工場に売られる

砂糖キピの最低価格を決定する権限を賦与した。

同法はまた州政府が工場に売られる砂櫛キピ！と対し，

税を課すことを認めた。これは砂担!fキピ購入税をして工

場によって負担され，同訟にもとづいて設立されたCane

Inspectorの事務所の経常的に当てられるニとに定めら

れた。

最後に，辿合州，ピハーJレにあるすべての工場が，同

法によって，砂拙l阪究機｜則である砂駅シンジケートに加

盟することを嬰求された。

以上が．辿合州砂草If工場統制法の主な内容であるが，

その尖施後の制業の発展はさらに!l1ilい政府の統制を招く

ことになった。

1936～37年に過剰生産に砲回して，辿合州政府は砂Wf

ffi"ti摘の変動にit~ じて定まる砂蹴キピ削指のスライデイン

グ・スケ－）レを絃楽して，：937～38年および1938～39年

には，栽培者の利益を保践するために， 1]1.－・最低価格を

施していたが， 1938年に成立した辿合州砂梢エ場統制法

にもとづいて，砂:ti.Ifシンジケートの活動を法的に承認し

たことに対応して，同シンジケー卜が独占的立拐を利用

して砂梢航格をつりよげることをUパ．ために砂掛価格が

上がるにつれて，砂樹キピ料培者l’こ有利となるようなス

ライディング・スケーJレを1939～40年度にふたたび邸入

した。ところが， 1939年第2次世界大戦勃発とともに，

諸物価が上持し，砂制価指もまたそれにもれず隣貸した

が，上述のスライテeィング・スケーJレによってその利益

は蛸栄者側に却さないことになり，シンジケートは1940

年4月に政府に対してその般楽を挺求した。これに対し

述合併｜政府は，司ll燥されるべきものはシンジケ｝トであ

って，それは独占的立場を利用して，供給事情とは無関

係に消問者の負担しうるかぎり高い価格を保っていると

考えて，シンジケートの法的承認を撤去した。そのため

砂糖の価格が若干下がったものの，投機が活発になり市

場の秩序が乱されるようになった。ある会社はその在庫

品を処分するためにコストをi!.QJる価格で売らざるをえな

くなり，また他の会社は銀行によって管理されることに

なった。取引人たちはさらに価格が下がるものと見越し

て買い控えたために，ぱく大な和国lrW：の帯都にもかかわ

らず，取引置が減少した。こうして細業自体ならびに砂

制キピ栽培者の利益を守るためにきびしい政府の統制が

陣要となった。

1940年8月に，政府とシンジケートの問に協定が結ば

れ，シンジケートの法的承認は復活されたが，政府は糖

換に対して，従来よりも強い統制柿限をもつようになっ

た。すなわち，

(1) 砂糖の販売価格は政府によって定められる。

(2) 生産割当量を政府が決定する。

(3) 砂踏の生産・版~·~に閃辿するすべての諸問題につ

いての最高決定機関となる，官吏によって構成される砂

105 
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織委員会（Sug.irCommission）の設問。

(4) シンジケ｝トは，政府によって定められた価怖お

よび訓当ii~：の Iii庄内fこおいて，版売を規制することを目

的とするljiなる版売機関たるべきニと。

(5) 個々の工場に対寸る辿本(illi格および古11当此は砂糖

委員会の承認を何・ることを条件として，シンロケートに

よって決定される。

(G) シンヨケ｝トの執行役員は，政府によって指名さ

れ，議長の選Hlは政府の承認を必要とする。

ζのようなきびしい出接続詰uの結束，危機は避けられ

た。さらに第2次世界大臓の緊急市態に対処して，えli合

州およびl：：.＇ハー Jレの2~Hに部入されたこのl白：接続1\ilJ制度

は， 1942年［こ砂抑制：~f:1］令（Sugar Control Order）にもと

づいて，：1：インド？こ沼周されることになった。大戦期間

中の砂Wf要員会の統制はきわめてきびしく，シンクケー

トによる不正行為は阻止された。

このj羽｜日lで注目しなければならぬもう一つのことは，

1945年に最低賃金法が成立して，労働者の地位改替に政

府が乗りH1Lたことである。これは府議が季節的産業で

年100～1e治日の正仲シーズンに大企の労働力を必要とす
るが，支持余のj山間は機械設，mの維持と経蛍事務の維持の

ために，わずかの労働力しか必要とせず，それが他全な

労働組合の結成の妨げとなり，労働者の状態がきわめて

惨めなものであったために採られた措れであった。

このj部l自Jの辿合州および企インドの稼働工場数および

生産高の推移はつぎの通りであるo
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（出所〉 Commercial Directory of the Uttar Pra-

dcsh, 1950～51, pp. 8～9. 

{4) 1947年以降

19,17年に砂事!tの生産，販売が自由化されるとともに，

ふたたび問題が生じた。シンジケートの不正行為に閃し

て，苦情を叉けた砂脳~・民会は， 1949年に生じた砂担i価

ro6 

格のl出nについて，つぎのように述べている。
「それはつぎの二つのうちのいずれかによるものであ

る。大昂；の砂.M

てインド市場にmてこないか．または間格をつり上げる
ために人為的不足がっくり出されているかである」。

同年間取引が大規般に発生するようになったので，ク

ッタJレ・プラデシ州政府はシンツケート合抑えて，川内

の諸・TJ劫の在庫品を凍結する描・町会？とった。

さらに19日）年にはシンクケー卜の活動がTariffBoard 

によって詳細に調究されて，つまのような結論がIllされ

た。

「シン~ケートは手1，能本を永久化し，当該産梁の進歩

を阻止するような諸措置を採問していた。 ts:.ぜならば，

その｝.＆出割当1t:IJに関する諸条項にもとづいて，良質の砂

獄事f生産するまたは能率的組織をもっ玉場は，ぎI；能郡的

工場によって規定されるペースまで，その販売を低下せ

しめることを余儀なくされ’といたからである」。

そして Tari在Boardの勧告に従って，シンジケー卜

の法的承認は撤凶された。

1951年第l次5カ年i汁聞のrm始とともに，工場の新設
拡張は1951年産業（凶発・規制）法一一Inclus tries (Dcve. 

lopment and Regulntion-Act, H.151）にもとづいて，認

可制とされ，それに伴い1938年辿合州砂蹴工場統（！司法は

廃止され，代わって1953年にウッタJレ・プラデシ砂駅キ

ピ（供給・l府民）法（Cane-Supplyan<I Purchase-Act, 

Ul53）が州議会を通過成立して，前法の工場に対する砂

結キピの供給，砂車＇rキど価格の統制に閲する部分を引き

継いだ。同法にもとづき Canelnspectorの事務所が改

組されて CaneDevelopment Commissionerとなり，

工場専用地~1；：の区間，最低価指の決定等がなされること

になった。

ところで， 1950年に再時入された統制；こよって，投機

による価格上昇は引11えられたが， j]ljシーズンの生産両・-:r

超過する11に対する内閣消沈税の免除，砂機キ 1亡・・m入税
の払いもどしというJ背抗にもかかわらず，生産は噌加し
なかった。

1951～52年には，これまでより多くの砂蛸キピ供給セ

工場に硝保するために，以前段村家｜句工業の振興のため

に租税の団で差別的自:e立を受けていた粗掛（gur）の(JI目指
に対しても統制が加えられ，さらに；L場がその生産高の

一部を自由市場で統ill!J価柿よりも高い印li栴で売ることを

認める部分的自由化の政策がとられたことにより，生産

が若しく増加した。かくして， 1953年にふたたび白山化
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されたが，放出に対する統制が妓存せしめられ，砂車＇！価

格の季節的変革b合：t•I ＇えるために，そのシーズンの生産高

の25%,j:，盤町在日iとして保持すべきであるとの政府の決

定が， ~I：.産増加への；f？.欲をうばい， 1953～54.年にはふた

たび生産高が大制に減少した。この年のインド企体の生

産高は113.0万トンで，それに対し生活の都rli化ととも

に悶内需~が，，11びて，この年には 190 万トンに述し，そ

の訟は輸入をもって捕われねばならなかった。

そこで計問委只会の御告に従って新たに-13工場の新設

と 42士場の設~iii能力拡張が認められたが，新設工場は主

として砂蹴キどの単位而杭当たり生産性の尚い南部イン

ド，すなわちアンドラ・プラデシに 10，ボンベイに 16

（現在マハラシトラ），マドラスに7，マイソーJレに6認

められたのに対L, ，：； ッタル・プラデシにはわずか1工

場認められたにすぎなかった。のみならず，京部ウッタ

ル・プラデシの4工場はマドラスに砂粧することにな

り，インド郎栄におけるウッタル・プラデシの比inは政

近軽くなりつつある。

II ウッタル・プラデシ脳業の

現状と問題点

ウッタル・プラデシ州の経許における創業のill要性は

工業の側においても，また操業の側においてもともに大

である。

最初に労働者20人以上を服用し，動力を用いる工場

〈ただしカンプールにある国防省直~，；下の兵器工場は除

く〉を対象とした，ウッタル・プラデシ製造工数センサ

スによって，同州の工業における掛巣ーのよと且をみるとつ

ぎの通りである。

ウッタル・プラデシ州の主張工業・－1958~ー

1~i，，~1~手吋捌~i周労数 『ム00刀＼ 11007]¥ /100万，1働者数
lルピーllルピー＇ 1＼ルピー110000人〉

L 的 対と 531 4.7 I 3.7 I s.剖 l6 
2 砂 加川 681 185.o ! 300.6 I 485.61 62.1 
3 拙物 i1hI飴｜ 11.1 I 29.o I 46.引 4.8
4 皮本；I221 2.5 I 11.2 I 13.引 2.5
5 -Jiラス I221 2.7 ! 2.0 I 4.61 4.1 
6 ti,！紡挽川 211 83.7 I 139.7 i 222.41 48.4 
7 化学務品1 I 261 5.0 I 26.6 I 31.61 2.3 
アJレミユ｜ I I I 

8 ューム， I 21[ o.9 I 1.9 I 2.s1 o.8 
銅， t，錨川 ! I I 
9 欽 3河川 251 6. 7 I 13 . 7 l 20 .41 3 . s 
10 企工業；［ 5891 <106.8 I G1s.2 11.022.111臼.1

（出｝汗） Census of l¥ifanufacturing lnclustri出，Uttar
Pradesh, 1958. 

このように，現li業はウジタル・プラデシ州全製造工梁

のRil定資本初の約50%合占め， -1-:雁用~的；ti数のほぼ 3

分のiを脳用している。天然資源にとぽしく，かつ内陸

にあって述輸上の不使から近代的工業の発展が著しく巡

れているウッタル・プラデシ州にとっては，脳業の振興

が州民の生活水準の向上のための唯ーの解決策のように

忠われる。ニれは原料を供給する民；誌の側からみてもそ

うである。 191il.；紀にはイギリスムuイン！と会社の政械の下
にインディゴ，綿，アヘン等が重要な商品作物として栽培

されていたが，化学染料の発切によって19世紀末にはイ

ンディゴのm要性が低下し，アヘンもまた同時代に中悶
への輸出が減退してすたれ，さらに綿は現在のマハラシ

トラ川， γテ’ィア・プラデシ州，マイソーJレ州のような制l

執l台に適した土地の生政が1竹加するとともにその比mが
低まり，現在ウッタJレ・プラデシ州におけるm要な商品
作物は砂粧キピと菜種．ごま等の油種である。 1905～06

年以米の砂羽Ifキピ作付けrrnt'tを指数化してみると (J.K. 
Pande, Pattern of Agriculture in Utlar Pradesh), 1905 

～06年を 100として，駒栄保護政策のとられた1932年直

後の]9：坊～例年に140,1951～52年に243,1960～61年に

は269となる。これと対照的に約の作付け［首都（・;t.1905～

06年の100から1960～61年にはl？.に減少し－cいる。
1957～58年から1959～60年までの3カ年の主要作物作

付けifii引の年平均は次裂の通りである。

ウッタル・プラデジ州における主要良作物

作付け状況ー 1957/58～1959/60ー

｜ ｜ 総作付け国税

作 物 it'~ j¥ _w~J ~t J に対＿；~割合
~ I 96.23 I 18.71 
小去 I 90.01 I 11.印
大 公 I 42.91 I s.34 
キピ I 48 . 77 I 9 .48 
豆制 I 63.臼 I 12.35 
トウ吐ロヨシ I 26.56 I 5.18 
砂軒キピ｜ 29.07 I 5.65 
l)li 稲 I 11.10 I 2.16 
ジキガイモ 1 2.61 I o.s1 
繊維拙物 1 4.56 I o.89 
その他｜ 98.90 I 19.23 

;-r 514.34 1 可瓦一
(Iii所〉 ウッタル・グラデシ州ぬ~／r,i 刊行の Croρ
a11d Season Reportにより，ラクノウ大学経済学

部が幻：出したものによる。

上の去から明らかなように，ウッタ Jレ・プラデシ全体

についてみると，砂V,!fキピ作付け面：＆＇Ht.総作付け面積の

エ07
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ウッタJI, ・プラデシ ~1!1［におlオるディストリクト別砂桔工場分布図 -1961/62ー

一一噌ナ；1境挑l線
・ディ久トリタト境界線（1951年現在〉

ー一球部，西部砂私I［工f岳地税境界線

斜線を1悔したのが，砂加工場のあるディストりクト。
上段の数字は工場数，下段の数字はディストリクト内の企工場の1日平均n:搾能力（ I・:..--)を示す。 〈聡動
工均のみ〉。
出所〉 Indian Sugar Mills Association, 

Projected, 1962. 
Calcutta, List of St司伊 rMills in btdiαand Pakistan Working and 

ィストりクト別にみると，上
_, 
7 5.65%を己iめているが，

図のように砂拙工場のあるところではその割合が，はる

かに向くなり，砂桁工場をもたないディストリクトでは

I08 

それに代わって油税が主要商品作物として掛iなされてい

る。

詳細な出家経済調紅の利用Lうる西部ウッタル・プラ



.,. .......一、ー…」J『…・4 ・・・一一一一－～ザ・・」J「ー「－ー」－－・一、＿..，...」J～..r 現地報告～r 」J『H

デシのムザフ 7）レナガJレ，メーウット・ディストリクト

についてみると（IndiaMinistry of Food and Agricul-

ture, Dept. of Agriculture, Studies in Economics of 

Fann Management in Uttar Pradesh; Re，ρort for lhe 

Year 1956～5η，それぞれの砂糠キピ作付け而献の総作
付け而引に対する割合は21.1,19.7%となっており，さ

らにt:!l:家の総生産相に占める砂駅キピの割合は，附ディ

ストりク卜の；；I；，均で51.7%に及び，二の地域の主要穀物

であり，商品化の程度の向い小去の22.1%台はるかに上

向っている。この場合，小去については自家泊目分も金

制換算されていることを考慮するならば，砂崩キピが民

家経許を左右する度合がいかに大きいかが推察される。

以上みたように，相j梁はクックJレ・ブラデシ州にとっ

て，工諜， ~t良いずれの側からもさーわめてm嬰な産業で

あるが，その発展のためには，どのような｜問題があるか

をつぎにみることにする。

第uこ指摘されねばならないことは，ウッタル・プラ
デシにおける砂事ijキピの単位面駅当たり生産性が他の諸

州に比べてきわめて低いことである。 1959～60,1960～ 

61年の数字はつぎの通りである。

主~砂新生産州別，砂.ti.ti キピ｛〈百｛・jけ間町＇l, !EQ巨j:Jfi

(lji｛立国税当たり生産前〉

I ー I 1ιーカ一作付け首都｜砂 VJ；キピ｜
（ ｜ ｜当たりω∞三）｜生産日｜砂拍キピ｛E
ーカ I (1000トン）｜

｜ ｜庫苅（トン）

！砂山。～伽～刊1鉛
アンドヲ．｜ I I I I I 
ゾラデシI196¥ 190¥.5,9481 5,438¥ 30.3,L¥ 28.62 
ピハー JレI 4431 4581 6,6441 6,9271 14.93! 15.15 

マドヲス1 14制 15013,8231 3,91s1 26.1s: 26.12 

3ハ lラ；i倒的，山，叫町村.53
マイソー Jレi 14剖 150: 4, 2231 3, 7991 29 .12j 26. 20 

パ γジャープ｜ 5901 664! s,it32il0,0301 14.29; 1s.11 

ウ吋タ Jレ・｜ I I I I I プち fデシI2,9441 3,232:32,2s213s，開4110.95111.95
企インドIs,2却Is,13411s.2011筋，045Jl4.41¥ 14.83 
(IU所） M. P. Gandhi ed., Indian Sugar Industry，・
1961, annual, p. ix, Table No. 50. 

この表から明らかなように，ウッタJレ・プラデシ州の

砂踏キピのJr.位面前当たり生産尚は，アンドラ・プラデ

シチli，マドラス州，マハラーシトラ:JHの約3分のlにす

ぎない。ニれは砂結キピが元来熱帯性のものであり，亜

熱帯である北部インドには適さないという自然的盟国も

さることながら， t<nmで触れたようにウッタル・プラ
デシ州においては砂制工場が自らのヱステートをもつこ

となく， mr料のfj嶋告を経抗的に余裕のない小規棋耕作者
に依存しているζ とにもよる。このことは政府により平

くからヤムナー川，ガンツスJ11からの首n蹴水路の開かれ
ていたメーラット地域と，そのような施設がなくもっぱ

らモンスーンの好Iiiに依存するプング・ディストリクト

の1エーカー当たりの生府高をとってみると切らかであ

る。すなわち前者は18.5トン，後者は13.9トンである。

(U. P. Directorate of Agriculture, Bulletin of agri・

cultural Statistics for Uttar Pradesh, 1960～61). 
砂VHエステートに｜則しては， CentralWage Boar<Iが

インド噺誌の経常状態を制ペたl捺にJ!)l拠された統計があ
るが，それによると，ウッタ Jレ・プラデシにおいてエス

テート令もつ工場の数は26で，その総珂杭は2万日70.60

エーカー， 1工場当たり約990エーカーであるのに対し，

プンドラ・プラデシ州では8工場が合計して l万8958.76

エーカ｝， 1士坊主]7.均2370エ・－ ')Jー，マハラーシトラ州

ではlて拐平均2560エーカーとな勺ている（lnclia,Minist-

ry of Labour ancl Employment, Reρort of the Central 

Wage Board for the Sugar Industry, 1960）。
このため，ウッタJレ・プラデシ州の砂制工場は，原料

の供＊作を計図的に規制することができず，モンスーンの

好凶による変動と砂駅キピ1'ii'1稲の机悪さの~f!Jを受ける

ところが大きい。

この結果は， H!WJt持出率，すなわち圧柿された砂踏キ

ピの盆に対する＇－ I三渡された砂羽Jiの抵のll日j合の低さとなっ

て現われる。 1959～印年に関する主要砂担If生産州のその

率はつぎの通りである。

主要砂舵住居i'U十；のmi~村； Hi ネ (1959～60年〉

！庄搾された｜ ｜ 
lrtu与キピの｜砂都fl：.月号高｜搾山部

l(l_.000トγ）Jl,000トン）！ （%） 

アンドラ・プヲデシ｜ ]3.94 I 1.34 I 9.85 
ピハ｝ル I 34.44 i 3.お｜ 9.43 
マドラス I 9.21 I 85 I 9.19 
マハラージトラ 1 33.36 I 3.92 I 11.75 

マイソール｜ 8.09 I 86 I 10.65 
パソジャーブ 1 11.01 I 1.01 I 9.11 
ウッタル・プラデ－；.， I 125.94 I 12.21 I 9.69 

企イ γ1:I 244,20 I 24.22 ! 9.92 
(I竹所〉 M. P. G:mdhi eel., Indian Sugar Industry,・ 
1961, annual, p. iii, Table No. 3 (a). 

モンスーンの影特が大きいこと，エステー卜脅もたな

いために早・中・ i民生の優良品を計画的に~培できない
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ことに加えて，ウッタル・プラデシの糖諜の発展にとっ

てのもう一つの組智・要因は粗加（gur）製造栄岩の競争で

ある。このク＂；レは~家の庭先で牛を使って砂結キピを圧

抑し，そのrl・を治つめて作る純然たる家内二工業で，州政
府は£！色村人口の毘用維持の立場から的問消1日税の而でグ

ルに対し使辺措慨を採っており，この結果クソレ製造染者

は工場が支払うよりも向い姉絡で原料令買い入れうる立

場にあり，原料不足の年には指定j似！？の砂粧キピが工j品

に確保されえない~Jr-態が生じる。

このようにウッタル・プラデシj刊における島If換の問題

は主として原料商に関するものであるa これに対処する

州政府の最近の政策は，（1）単位田政当たり生産性の.!fl加，

(2)i詑掛合有率の向い品租の税指奨励の2点に向けられて

いる。

第 1 の点、~t，ウッタ Jレ・プラデシ州において，食侃の

十分な供給を確保するためには，現在の諸作物作付け而

8-1比＊を保たねばならず，さらに経前的に耕作可能な未
開地がさーわめてわずかしかないという事情によって，特

に必要とされる。また技術的には，砂v.riキピ~.11.f;地域が

年

工掛から述くなり，愉送に時間がかかるようになると，

その問に原料が悪化して，搾山中を低めることになる。

したがって州政府は，工場の周辺にある専用地司！r.に集中

的に権探施設を開発する方針を採用している。

筋2に， m羽u合ヰj甘・1の巨；iい，Wt簡を£1J民が自発的lこ松地
するように誘うために，砂私liキピ｛価格を従来のm畳にも
とづく 111.-:1u低価格の支持制度から，持HI:!~！の高低に応

ずるスライディング・スケーJレilil]J.ll'.に改めることが，ふ

たたび考慮されることになった。

現If業はインド製造工業全体の中でも， tlil梁，ジュート

工栄に次く・：m要性をもち，そのインド加業全体に占める
ウッタ Jレ・プラデシ州のm~陀は，支え・近南部の部；nに工

場が新設されるようになって，若干弱まりはしたという

ものの，いまだに仙の企州に多品の砂舶を供給しており，

かつ他の部引1における生産が附加するにつれて，海外へ

の輸出足：欲が増大しつつある。

1951～52年以後のウッタル・プラデシ州および企イン

ドの加業の発！民とインド全体についての生産高，間内i目

1日r.t.愉出入ii1：の肋きをみると，次衰の通りである。

7 

0.14 

1.47 

0.38 

0.17 

0.58 

（注〉 工場設は観的したもの合示す。
（出所〉 M. P. Gandhi ed., Indian S1ぽarIndustry; 1.961, annual. 
Col!.. }. 2; p. ii, Table No. 2(B). 

Col!i, 3 : p. xxiv. Table No. 28-A. 

Col. 4 : p. xxxii，’fable No. 31. 
Col. 5 : p. iii. Table No. 4. 

Cols, 6, 7: p. vi. Table No. 46 (c). 
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